
＜対策のポイント＞
森林・林業に係る試験・研究や林木の優良な種苗の生産・配布等に必要な施設の改善等を行うことにより、これらの業務の円滑な実施を図ります。

＜事業目標＞
○ 森林及び林業に関する総合的な試験・研究及び林木育種事業を着実に推進します。
○ 国立研究開発法人森林研究・整備機構中⾧期目標を達成します。

＜事業の内容＞ ＜事業イ メージ＞

（国研）森林研究・整備機構の業務の適切かつ効率的な実施及び職員の安

全の確保のため、中⾧期計画に基づいて業務運営に必要な次の施設の整備を

行います。

○ 林木遺伝資源⾧期保存施設等

林木育種センターにおいて林木遺伝資源⾧期保存施設を新営し、新たな保存容

器の設置室のほか、⾧期保存を行う遺伝資源の洗浄や乾燥処理等を行うクリー

ンルーム、恒温恒湿設備などの整備を行います。

○ 原種増産施設

林木育種センターにおいて、原種苗木の生産期間の短縮及び計画的かつ安定的

な供給に必要な⾧日処理やCO2処理、休眠誘導等が可能な温室等の整備を

行います。

国立研究開発法人森林研究・整備機構 施設整備費補助金（継続）
【令和５年度予算概算決定額 313,739（289,768）千円】

［お問い合わせ先］林野庁研究指導課（03-6744-2312）

＜事業の流れ＞

国 国立研究開発法人森林研究・整備機構
定額

○ 林木遺伝資源⾧期保存施設等整備

林木遺伝資源管理棟 種子乾燥保存デシケーター 超低温試料保存容器

○ 原種増産施設整備

施設外観 施設内部(日⾧調整用LED) 低温貯蔵庫


